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１）法第１４条１～３号の
規定に基づく学校及び養成所の
教育内容と教育目標等について
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＜タスクシフトシェアに伴う追加教育を踏まえた事務局提案＞教育内容と教育目標：基礎・専門基礎

3

現行

教育内容

法
14
条
１
号
単
位

法
14
条
２
号
単
位

法
14
条
３
号
単
位

教育目標

※下線は、赤字の対応箇所

基
礎
分
野科学的思考の基

盤
14 0 0

科学的・論理的思考力を育て、人間性を磨き、自由で
主体的な判断と行動を培う。生命倫理及び人の尊厳を
幅広く理解する。国際化及び情報化社会に対応できる
能力を養う。

人間と生活

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機
能

６ ６ ６

人体の構造と機能を系統的に学び、生命現象を総合的
に理解し、関連科目を習得するための基礎的能力を養
う。

臨床工学に必要
な医学的基礎

８ ８ ８
臨床工学に必要な臨床医学の基礎及び各種疾患の病態
を体系的に学び、チーム医療の一員として、医療の内
容を把握し理解する能力を養う。

臨床工学に必要
な理工学的基礎

16 16 16
臨床工学に必要な理工学的基礎知識を習得し、医療に
応用される理工学的技術・機器を理解するための能力
を養う。

臨床工学に必要
な医療情報技術
とシステム工学
の基礎

７ ７ ７

医療分野で利用される情報処理技術及びシステム工学
を学び、その実践応用を理解する基礎的能力を養う。

事務局の提案

教育内容

法
14
条
１
号
単
位

法
14
条
２
号
単
位

法
14
条
３
号
単
位

教育目標

※赤字は、見直し要望箇所
※黄色ハイライトは、団体要望と異なる単位箇所

基
礎
分
野

科学的思考の基
盤

14 0 0

科学的・論理的思考力を育て、人間性を磨き、自由で
主体的に判断し行動する能力を培う。生命倫理及び人
の尊厳を幅広く理解する。国際化及び情報化社会に幅
広く対応できる能力を養う。
多様性社会を理解し、患者や医療スタッフとの良好な

⼈間関係を構築するため必要なコミュニケーション能

⼒を養う。

人間と生活

社会の理解

専
門
基
礎
分
野

人体の構造と機
能

６ ６ ６

解剖学、⽣理学、⽣化学などの観点から、人体の構造
と機能を系統的に学び、生命現象を総合的に理解し、
関連科目を修得するための基礎的能力を養う。

臨床工学に必要
な医学的基礎

９ ９ ９

臨床工学に必要な臨床医学の基礎及び各種疾患の病態
を体系的に学び、チーム医療の一員として、医療の内
容を把握し理解する能力を養う。また、保健医療福
祉の向上のために、医療倫理、予防医学、在宅医療、
地域包括ケアシステム、多職種連携において臨床⼯学
技⼠が果たすべき役割を理解する。

臨床工学に必要
な理工学的基礎

16 16 16
臨床工学に必要な理工学的基礎知識を習得し、医療に
応用される理工学的技術・機器を安全かつ効果的に使

⽤するために必要な基礎的能力を養う。

臨床工学に必要
な医療情報技術
とシステム工学
の基礎

7 7 7

医療分野で利用される情報処理技術及びシステム工学
を学び、医療機器及び関連データの管理・分析・効率
化などその実践応用に必要な基礎的能力を養う。

教育内容、教育目標、これらの単位数について、団体による要望意見とこれに対する構成員意見、並びに医師からのタ
スク・シフト/シェアに伴う追加教育内容を踏まえて、現行の教育を以下の通り見直すこととして事務局提案する。



＜タスクシフトシェアに伴う追加教育を踏まえた事務局提案＞教育内容と教育目標：専門

4

現行

教育内容

法
14
条
１
号
単
位

法
14
条
２
号
単
位

法
14
条
３
号
単
位

教育目標

※下線は、赤字の対応箇所

専
門
分
野

医⽤⽣体⼯学 ７ ７ ７
⼯学の基礎概念を⽤いて⽣体を理解し、⼯学的技
術を医療機器に応⽤するための知識・技術を習得
する。

医⽤機器学 ８ ８ ８

臨床で利⽤される計測機器・治療機器の原理・構
造・構成を⼯学的に理解し、その適正かつ安全な
使⽤法や保守管理に関する実践的知識・技術を習
得する。

⽣体機能代⾏技
術学

12 12 12

⼈の呼吸・循環・代謝に関わる⽣命維持管理装置
の原理・構造を⼯学的に理解し、その適正かつ安
全な使⽤法や保守管理に関する実践的知識・技術
を習得する。

医⽤安全管理学 ５ ５ ５

医⽤⼯学機器を中⼼とした医療の安全確保のため
に、機器及び関連施設・設備のシステム安全⼯学
を理解し、併せて関連法規・各種規格等を学習し、
医⽤安全管理技術を習得する。

関連臨床医学 ６ ６ ６
臨床⼯学業務を行う上で必要な関連疾患の病態及
び治療法を理解する。

臨床実習 ４ ４ ４

臨床⼯学技⼠としての基礎的な実践能⼒を⾝につ
け、医療における臨床⼯学の重要性を理解し、か
つ、患者への対応について臨床現場で学習し、
チーム医療の⼀員としての責任と役割を自覚する。

事務局の提案

教育内容

法
14
条
１
号
単
位

法
14
条
２
号
単
位

法
14
条
３
号
単
位

教育目標

※赤字は、見直し要望箇所
※黄色ハイライトは、団体要望と異なる箇所

専
門
分
野

医⽤⽣体⼯学 7 7 7
⼯学の基礎概念を⽤いて⽣体を理解し、⼯学的技術を医療機
器に応⽤するための知識・技術を修得する。

医⽤機器学及び
臨床⽀援技術

10 10 10

医療施設や在宅などで用いられる計測機器・治療機器の原
理・構造・構成を工学的に理解し、その適正かつ安全な使用
方法や保守管理に関する実践的知識・技術を修得する。また、
医療機器を介した臨床支援が必要とされる症例の病態や検
査・治療法の実際、手技について理解し、血液浄化療法にお
ける動脈表在化への穿刺針の接続・抜去、心・血管カテーテ
ル治療における電気的負荷装置の操作、輸液ポンプやシリン
ジポンプを用いた薬剤投与、静脈路の確保・抜針など医療機
器を用いた幅広い分野における臨床支援に必要な実践的知
識・技術を修得する。

⽣体機能代⾏技
術学

12 12 12

⼈の呼吸・循環・代謝に関わる⽣命維持管理装置の原理・構
造を⼯学的に理解し、その適正かつ安全な使⽤法や保守管理
に関する実践的知識・技術を修得する。また、生命維持管理
装置に関連し、臨床的な病態や手技を理解する。

医療安全管理学 ６ ６ ６

医療の安全確保のために必要な医療機器及び関連施設・設備
のシステム安全⼯学を総合的に理解する。また、関連法規・
各種規格、感染対策、医療安全対策の⽅策等を学習し、医療
安全管理技術を修得する。
また、医療機器の操作に関連した臨床支援に伴う危険因子を
認識し、合併症の発生時に適切に対処できる能力を身につけ
る。

関連臨床医学 7 7 7
臨床⼯学業務を行う上で必要な関連疾患の病態⽣理、検査・
診断及び治療法を理解する。

臨床実習 ７ ７ ７

臨床実習に臨むために必要な知識、技術及び患者対応⽅法を
修得する。また、臨床⼯学技⼠としての基礎的な実践能⼒を

⾝につけ、医療における臨床⼯学の重要性を理解し、かつ、
患者への対応について臨床現場で学習し、チーム医療の⼀員
としての責任と役割を理解する。

臨床実習は、質の担保による実施内容の定め、１単位の時間数を45時間から30～45時間へ変更、医師からのタスク・シ
フト/シェアに伴う追加教育を加味し、４単位（180時間）から７単位（210～315時間）へ見直す。



＜タスクシフトシェアに伴う追加教育を踏まえた事務局提案＞教育上最低限そろえておくべき機械器具

＜追加教育内容を踏まえた改正案＞

5

※赤字下線は、見直し箇所

品 目 数量

解剖学教育用機材 一式

生理学教育用実験材料 一式

病理学教育用機材 一式

オシロスコープ 5人に1台

信号発生器 5人に1台

電動機 5人に1台一式

変圧器 5人に1台

直流電源装置 5人に1台

デジタルマルチメータ 5人に1台

パーソナルコンピュータ 5人に1台

人工呼吸器 一式

人工心肺装置 一式

補助循環装置 一式

血液透析装置 一式

ペースメーカ及びプログラマ 一式

除細動器及び除細動器チェッカ 一式

電気安全チェッカ 一式

電気メス及び電気メスチェッカ 一式

患者情報モニタ(心電図、血圧、血液ガス、呼吸ガス等を計
測するもの)

一式

輸液ポンプ 一式

救命処置生体シミュレータ 一式

静脈注射シミュレータ【追加】 適当数

＊動脈表在化を含むバスキュラーアクセスへの穿刺針の接
続・抜去のシミュレーションに係る器具備品【追加】

適当数

＊内視鏡用ビデオカメラ保持に係るシミュレータ【追加】 一式

備考
１ 各機械器具は教育に支障がない限り、一学級相当分を揃え、これを学級間で共用することができる。
２ ＊を付けたものについては、臨床実習施設において学ぶことができる場合には、養成所において有することを要しないこと。【追加】

品 目 数量

組織標本 一式

人体解剖模型 一式

人体内臓模型 一式

人体骨格模型 一式

呼吸器模型 一式

血液循環系模型 一式

心臓解剖模型 一式

腎臓及び泌尿器模型 一式

脳及び神経系模型 一式

標本及び模型機械器具

教育上最低限そろえておくべき機械器具として、現行の教育内容見直しに伴い、「電動機」の台数を改めるとともに、
臨床工学技士へタスク・シフト/シェアされる予定行為の追加教育内容に伴い、関連するシミュレータを加える。



２）法第１４条４号の規定に基づき
厚生労働大臣が指定する科目と
その具体的教育内容等について
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告

示

で

定

め

る

科

目

は

、

指

定

規

則(

現

行)

の

専

門

基

礎

及

び

専

門

分

野

の

教

育

内

容

と

整

合

性

を

担

保

し

て

き

た

。

指定施設（指定規則）と科目承認校（告示99）の教育内容に関する比較 及び 論点

科目内容や単位数の変更等について、指定施設の指定規則の変更における要望意見を検討する場合、科
目承認校（法14条第4号）においても確認、見直しを行い、同等な最低限の基準は設けるべきではないか。
◙ ☼ ˢ◙ ṛ ˣ ᴬ  ˢ⁮ꜘ99ˣ

単位数 教育内容

現行
要望
意見

現行 変更の要望意見

14 14 基

礎

科学的思考の基盤 科学的思考の基盤

人間と生活 人間と生活

社会の理解

6 7

専

門

基

礎

人体の構造と機能 人体の構造と機能

8 9 臨床工学に必要な医学的基礎
臨床工学に必要な医学的基礎と
保健医療福祉

16 16 臨床工学に必要な理工学的基礎 臨床工学に必要な理工学的基礎

7 8
臨床工学に必要な医療情報技術と
システム工学の基礎

臨床工学に必要な医療情報技術と
システム工学の基礎

7 7

専

門

医用生体工学 医用生体工学

8 9 医用機器学 医用機器学及び臨床支援技術

12 12 生体機能代行技術学 生体機能代行技術学

5 7 医用安全管理学 医用安全管理学

6 7 関連臨床医学 関連臨床医学

4 5 臨地実習 臨地実習

93 101

79 87 対応する教育内容（専門基礎、専門）のみの合計単位数

基準

大臣が定める科目
（告示99）

単位数

1 公衆衛生学

特
段
の
定
め
は
な
い

2 医学概論

3 解剖学

4 生理学

5 病理学

6 生化学

7 薬理学

8 免疫学

9 看護学概論

10 応用数学

11 医用工学

12 電気工学

13 電子工学

14 物性工学

15 機械工学

16 材料工学

17 計測工学

18 医用機器学概論

19 生体機能代行装置学

20 医用治療機器学

21 生体計測装置学

22 医用機器安全管理学

23 臨床医学概論

24 関係法規

25 臨床実習

˗ҵᾯ
ף ♥ ὑ Ѹ ֿ Кὦ

ᾃ Ḩ
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・看護学のみならず医療専門職種の理解と医療チームとしての役割や必要となる知識・技術を養うため、「看護学概論」を広域な

科目として「チーム医療概論」に改める。

・臨床工学の医療機器を扱う上での物性工学であることから、「生体物性工学」と改める。

・臨床工学の医療機器を扱う上での材料工学であることから、「医用材料工学」と改める。

・現行の教育内容見直し及び、臨床工学技士へタスク・シフト/シェアされる予定行為の追加教育内容に伴い、「臨床支援技術

学」を科目として追加する。

・医用機器に関する安全管理のみならず、患者、医療従事者を範囲に含めた科目として、「医用安全管理学」から「医療安全管理

学」に改める。

＜現行＞ ＜事務局の提案＞

告示で定める科目に関する事項（１）-告示-

１ 公衆衛生学
２ 医学概論
３ 解剖学
４ 生理学
５ 病理学
６ 生化学
７ 薬理学
８ 免疫学
９ 看護学概論
10 応用数学
11 医用工学
12 電気工学
13 電子工学

14 物性工学
15 機械工学
16 材料工学
17 計測工学
18 医用機器学概論
19 生体機能代行装置学
20 医用治療機器学
21 生体計測装置学
22 医用安全管理学
23 臨床医学総論
24 関係法規
25 臨床実習

14 Ệ קּ
צּ ṕ 99 Ṗ

１ 公衆衛生学
２ 医学概論
３ 解剖学
４ 生理学
５ 病理学
６ 生化学
７ 薬理学
８ 免疫学
９ チーム医療概論
10 応用数学
11 医用工学
12 電気工学
13 電子工学

14 生体物性工学
15 機械工学
16 医用材料工学
17 計測工学
18 医用機器学概論
19 臨床支援技術学
20 生体機能代行技術学
21 医用治療機器学
22 生体計測装置学
23 医療安全管理学
24 臨床医学総論
25 関係法規
26 臨床実習

14 Ệ קּ
צּ ṕ 99 Ṗ

※下線は、見直し箇所 ※赤字は、見直し箇所

8



告示で定める科目に関する事項（２）-具体的教育内容と必要単位数-
・告示で定める科目の教育内容と必要単位数は、改正する指定規則の専門基礎及び専門分野の教育内容と整合性を担保する内容として定めることとする。
・具体的な教育内容は指導ガイドラインの教育目標に記載ある関連内容を必須とし、その他内容は参考とする。

˻◙ ṛ ʾ◙ ϹϱЖжϱрχᾋ ΰ ˢⱧ ộχ ӛˣ˼

科目内容 単位数 教育目標（参考）

人体の
構造及び機能 ６

解剖学、⽣理学、⽣化学などの観点から、人体の構
造と機能を系統的に学び、生命現象を総合的に理解
し、関連科目を修得するための基礎的能力を養う。

臨床工学に必要な
医学的基礎 ９

臨床工学に必要な臨床医学の基礎及び各種疾患の病
態を体系的に学び、チーム医療の一員として、医療
の内容を把握し理解する能力を養う。また、保健医
療福祉の向上のために、医療倫理、予防医学、在宅
医療、地域包括ケアシステム、多職種連携において
臨床⼯学技⼠が果たすべき役割を理解する。

科目区分 単位数 必須内容

人体の構造
及び機能に
該当する科

目

６

＜解剖学＞
・人体発生の概要、細胞と組織、器官系統の解剖
・解剖実習

＜生理学＞
・生理的機能と構造
・実習

＜生化学①＞
・物質の代謝、疾病と機能検査、生体の分子メカニズム

臨床工学に
必要な医学
的基礎に該
当する科目

９

＜医学概論＞
・医学の歴史的変遷、医療機器の歴史的変遷
・医療従事者の倫理、将来の展望

＜公衆衛生学＞
・概論、各論

＜病理学＞
・総論、各論

＜生化学②＞
・生理的機能と構造
・実習

＜免疫学＞
・免疫血清学の概要、各種免疫
・輸血検査

＜薬理学＞
・呼吸器系薬剤、循環器系薬剤、利尿薬、脳神経系薬剤
・抗生物質、抗悪性腫瘍薬

＜チーム医療概論＞
・専門職種の理解、疾病と医療チーム、
・医療チームによる患者対応、患者の心理

＜関係法規＞
・医事法規概説、臨床工学技士法、関連法規、医療過誤

9
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告示で定める科目に関する事項（３）-具体的教育内容と必要単位数-

科目内容 単位数 教育目標（参考）

臨床工学に必要な
理工学的基礎 16

臨床工学に必要な理工学的基礎知識を習得し、医療
に応用される理工学的技術・機器を安全かつ効果的
に使⽤するために必要な基礎的能力を養う。

臨床工学に必要な
医療情報技術と
システム工学の

基礎

７
医療分野で利用される情報処理技術及びシステム工
学を学び、医療機器及び関連データの管理・分析・
効率化などその実践応用に必要な基礎的能力を養う。

医用生体工学 ７ ⼯学の基礎概念を⽤いて⽣体を理解し、⼯学的技術
を医療機器に応⽤するための知識・技術を修得する。

科目区分 単位数 必須内容

臨床工学に
必要な理工
学的基礎に
該当する科

目

16

＜電気工学＞
・総論、各論、実習

＜電子工学＞
・総論、各論、実習

＜計測工学＞
・総論、各論

＜応用数学＞
・総論、各論

＜機械工学＞
・総論、各論

臨床工学に
必要な医療
情報技術と
システム工
学の基礎に
該当する科

目

７

＜医用工学①＞
・医用工学概論
・システム工学
・情報処理工学
・システム・情報処理実習

医用生体工
学に該当す
る科目

７

＜生体物性工学＞
・総論、各論

＜医用材料工学＞
・総論、各論

＜医用工学②＞
・医用工学概論
・システム工学
・情報処理工学
・システム・情報処理実習

10

˻◙ ṛ ʾ◙ ϹϱЖжϱрχᾋ ΰ ˢⱧ ộχ ӛˣ˼ ˻⁮ꜘᴬ χἇ ễӾ ρ ӡ ˢⱧ ộχ ӛˣ˼

・告示で定める科目の教育内容と必要単位数は、改正する指定規則の専門基礎及び専門分野の教育内容と整合性を担保する内容として定めることとする。
・具体的な教育内容は指導ガイドラインの教育目標に記載ある関連内容を必須とし、その他内容は参考とする。



告示で定める科目に関する事項（４）-具体的教育内容と必要単位数-

科目内容 単位数 教育目標

医用機器学及び
臨床⽀援技術 10

医療施設や在宅などで用いられる計測機器・治療機
器の原理・構造・構成を工学的に理解し、その適正
かつ安全な使用方法や保守管理に関する実践的知
識・技術を修得する。また、医療機器を介した臨床
支援が必要とされる症例の病態や検査・治療法の実
際、手技について理解し、診療に用いられる内視鏡
や心・血管カテーテルなどの臨床支援に必要な技術
を修得する。

生体機能
代行技術学 12

⼈の呼吸・循環・代謝に関わる⽣命維持管理装置の
原理・構造を⼯学的に理解し、その適正かつ安全な
使⽤法や保守管理に関する実践的知識・技術を修得
する。また、生命維持管理装置に関連し、臨床的な
病態や手技を理解する。

科目区分 単位数
必須内容

※下線はタスク・シフト/シェアによる追加必須内容

医用機器
学及び臨
床⽀援技
術に該当
する科目

10

＜医用機器学概論＞
・医用機器と関連技術、医用機器の人体への適用
・生体計測・監視用機器概論、治療用機器概論
・生体機能代行補助機器の構成と原理

＜医用治療機器学①＞
・治療機器概論
・電気的治療機器の原理・構造・操作・保守
・機械的治療機器の原理・構造・操作・保守
・手術用機器の原理・構造・操作・保守
・保守管理技術
・在宅医療等で用いられる治療機器
・治療機器を用いた臨床支援技術の実際
・実習

＜生体計測装置学①＞
・生体計測の基礎
・生体電気計測
・生体の物理・化学現象計測
・画像診断法（内視鏡を含む）
・在宅医療等で用いられる生体計測機器
・計測機器を用いた臨床支援技術の実際
・実習

＜臨床支援技術学＞
・臨床支援技術に必要な実践的知識の基礎
・臨床支援技術に必要な医工学の基礎（内視鏡治療・検査関
連機器、内視鏡による外科的治療関連機器、心・血管カテー
テル関連機器を含む）
・各種治療・検査法の実際（内視鏡治療・検査の手技、心・
血管カテーテル治療・検査の手技を含む）
・演習・実習

生体機能
代行技術
学に該当
する科目

12

＜生体機能代行技術学＞
・呼吸療法装置（呼吸療法技術、保守点検技術、高気圧酸素
治療、在宅酸素療法、ECMO、実習を含む）
・体外循環装置（体外循環技術、患者管理、保守点検技術、
実習を含む）
・血液浄化装置（血液浄化技術、患者管理、バスキュラーア
クセスの管理、保守点検技術、実習を含む） 11
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・告示で定める科目の教育内容と必要単位数は、改正する指定規則の専門基礎及び専門分野の教育内容と整合性を担保する内容として定めることとする。
・具体的な教育内容は指導ガイドラインの教育目標に記載ある関連内容を必須とし、その他内容は参考とする。



告示で定める科目に関する事項（５）-具体的教育内容と必要単位数-

科目内容 単位数 教育目標

医療安全管理学 ６

医療の安全確保のために必要な医療機器及び関
連施設・設備のシステム安全⼯学を総合的に理
解する。また、関連法規・各種規格、感染対策、
医療安全対策の⽅策等を学習し、医療安全管理
技術を修得する。
また、鏡視下手術装置の操作、血液浄化療法に
おける動脈表在化への穿刺針の接続・抜去、
心・血管カテーテル治療における電気的負荷装
置の操作、輸液ポンプやシリンジポンプを用い
た薬剤投与、静脈路の確保・抜針に伴う危険因
子を認識し、合併症の発生時に適切に対処でき
る能力を身につける。

関連臨床医学 ７
臨床⼯学業務を行う上で必要な関連疾患の病態

⽣理、検査・診断及び治療法を理解する。

臨床実習 ７

臨床実習に臨むために必要な知識、技術及び患
者対応⽅法を修得する。また、臨床⼯学技⼠と
しての基礎的な実践能⼒を⾝につけ、医療にお
ける臨床⼯学の重要性を理解し、かつ、患者へ
の対応について臨床現場で学習し、チーム医療
の⼀員としての責任と役割を理解する。

科目区分 単位数
必須内容

※下線はタスク・シフト/シェアによる追加必須内容

医療安全管理学に
該当する科目 ６

＜医用治療機器学②＞
・実習

＜生体計測装置学②＞
・実習

＜医療安全管理学＞
・臨床工学の概念
・各種エネルギーの人体への危険性、安全基準
・電気的安全性の測定、安全管理技術、システム安全
・高圧医用ガス、可燃性医用ガスの安全
・医療安全と患者急変時対応
・各種医療機器の操作に伴う危険因子の認識と対処（体外循環
装置を用いた治療中の操作、人工呼吸器を用いた治療中の操作、
血液浄化療法装置を用いた治療中の操作、血液浄化療法におけ
る表在化動脈への穿刺針の接続・抜去、高気圧酸素治療装置を
用いた治療中の操作、鏡視下手術時の操作、心・血管カテーテ
ル治療における電気的負荷装置の操作、輸液ポンプやシリンジ
ポンプを用いた薬剤投与、静脈路の確保・抜針、上記以外の医
療機器の操作を含む）、感染対策
・医療電磁環境と電波管理、災害対策と事業継続
・医療安全に関する関係法規

関連臨床医学に
該当する科目 ７

＜臨床医学総論＞
・内科学概論、外科学概論、呼吸器系、循環器系
・内分泌系、代謝系、神経・筋肉系、感染症
・腎臓・泌尿器・生殖器系、消化器系、血液系、麻酔科学
・集中治療・救急医学、手術医学、臨床生理学検査

臨床実習に
該当する科目 ７

＜臨床実習＞
・血液浄化療法関連実習
・呼吸療法関連実習（集中治療室と手術室での実習を含む）
・循環器関連実習（集中治療室と手術室での実習、及び人工心
肺装置の実習を含む）
・治療機器関連実習・医療機器管理業務実習
・その他臨床での実習（医療機関各部門の見学実習、臨床支援
技術実習、振り返り等）
・学内実習（臨床実習前後の技術・知識の到達度評価、実習後
の振り返り等）
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・具体的な教育内容は指導ガイドラインの教育目標に記載ある関連内容を必須とし、その他内容は参考とする。



３）臨床実習について
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臨床実習指導者の要件に関する事項について
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臨床実習時に学生が最低限経験することが望ましい項目について
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臨床実習として、呼吸治療、人工心肺、血液浄化、集中治療においては以下で示す行為を必ず実施又は見学させること
とする。

別表 臨床実習において学生に実施又は見学させる行為

＜実施必須＞

ü טּ ḭצּ נּ ḭ ︡ כֿלּ ךּ︡ Ḯפּךּ
ü צּ ךּ ḭ כֿ︣פּ נּ קּ Ḯפּךּ
ü ḭ ︣ צּ נּ כֿ ︡ ḭ שּ ḭצּךּךּ לּ Ḯקּ
ü צּ ךּ כֿ פּ ḭ ︡ כֿלּ צּ ︡ ךּ Ḯ
ü שּ ︡ ךּ וֹ נּ ḭשּ קּ אל ḱ ︡

Ḯקּ
ü ︣ פּ ḭ שּ ḭ ṡצּ קּ Ṣ ḭשּ

︣ ḭṡ צּ קּ ḭ קּ Ṣ Ḯקּ
ü ḭ ḭ ︡ḭֿכ Ṅ ךּ קּ Ḯפּךּ

ṕ Ṗ צּ ︣ כֿ צּ ךּ︡ ךּ

ѝ
ὕ ἶ

ᴀט ˲›ᴀט 72.6% 24.2%

˲›Ⱳ ˲›Ⱳ 14.5% 71.0%

Ҟⱦ Ҟⱦ 9.7% 82.3%

ӓ ӓ 53.2% 41.9%

11.3% 66.1%

ʴ ᴁ 16.1% 74.2%

ק)
ד )

ᶅ 16.1% 67.7%

Ⱳ
ᶅ 9.7% 41.9%

ͪὃ ὕ 72.6% 24.2%

＜参考情報＞



備考
１ 臨床工学技士を目指す学生が臨床実習中に実施すべき基本的行為は、患者の安全確保がされる前提での実施をするためにも、学生が点検や組立

て・準備などを行なった医療機器をそのまま臨床へ提供することはせず、必ず指導に当たる者による責任のもとでの確認、または再度実施するこ
と。

２ 臨床工学技士の資格を有さない学生が、臨床の現場で診療の補助に関わる行為を行うことから、臨床実習指導者が個々の患者から同意を得た上
で実施すること。
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臨床実習時に学生が最低限経験することが望ましい項目について
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別表 臨床実習において学生に実施又は見学させる行為

＜見学必須＞ ＜参考情報＞
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ӓ ̸ ⱳ ᶅ ό 30.6% 62.9%

ӓ ̓ ᶅ ̓ ᴜ ֗ ∕ 61.3% 33.9%

ʴ ᴁ ᶥ ҃ ρ 9.7% 80.6%

ᴁ ֗ ᶥ Ϲṋ 16.1% 74.2%
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臨床実習として、以下で示す行為を実施及び見学させることが望ましい項目として示す。

Ṯ ṯ

別表 臨床実習において学生に実施又は見学させる行為

＜見学推奨＞ ＜参考情報＞

ѝ
ὕ ἶ

ᴀט ˲›ᴀט ̸ ⱳ Њט ҃֗ ʦ ὑ֗ Ẁ 0.0% 48.4%

˲›Ⱳ
˲›Ⱳ ̓ ᶅ ᶥ ֗ ̸ ⱳ ҃ ̏

11.3% 74.2%

˲›Ⱳ ̓ ᶅ ᶥ ҃ ρ 14.5% 71.0%

˲›Ⱳ ֗ ᶥ Ϲṋ 14.5% 71.0%

˲›Ⱳ ̏ ὑ֗ Ẁ 1.6% 83.9%

˲›Ⱳ ̸ ⱳ ֗ ҃ ʦ ὑ֗ Ẁ 0.0% 83.9%

˲›Ⱳ ̸ ⱳ ᶅ ό 9.7% 75.8%

˲›Ⱳ ̓ ᶅ ֗ 22.6% 64.5%

Ҟⱦ
Ҟⱦ ̓ ᶅ ᶥ ֗ ̸ ⱳ ҃ ̏

11.3% 79.0%

Ҟⱦ ̓ ᶅ ᶥ ҃ ρ 4.8% 85.5%

Ҟⱦ ֗ ᶥ Ϲṋ 9.7% 82.3%

Ҟⱦ ̏ ὑ֗ Ẁ 4.8% 83.9%

Ҟⱦ ̸ ⱳ ֗ ҃ ʦ ὑ֗ Ẁ 0.0% 87.1%

Ҟⱦ ̸ ⱳ ᶅ ό 19.4% 71.0%

Ҟⱦ ̓ ᶅ ̓ ᴜ ֗ ∕ 38.7% 51.6%

̓ ֗ ̸ ⱳ ҃
̏

6.5% 80.6%

֗ ҃ ρ 8.1% 79.0%

̏ ὑ֗ Ẁ 1.6% 83.9%

̸ ⱳ ᶅ ό 11.3% 74.2%

̓ ᴜ ֗ ∕ 21.0% 58.1%



備考
１ 臨床工学技士を目指す学生が臨床実習中に実施すべき基本的行為は、患者の安全確保がされる前提での実施をするためにも、学生が点検や組立

て・準備などを行なった医療機器をそのまま臨床へ提供することはせず、必ず指導に当たる者による責任のもとでの確認、または再度実施する
こと。

２ 臨床工学技士の資格を有さない学生が、臨床の現場で診療の補助に関わる行為を行うことから、臨床実習指導者が個々の患者から同意を得た上
で実施すること。

Ṯ ṯ

臨床実習時に学生が最低限経験することが望ましい項目について
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別表 臨床実習において学生に実施又は見学させる行為
＜見学推奨（つづき）＞ ＜参考情報＞

ѝ
ὕ ἶ

ʴ ̓ ᴁ ֗ ̸ ⱳ ҃ ̏ 9.7% 80.6%

ᴁ ̏ ὑ֗ Ẁ 0.0% 88.7%

ᴁ ̸ ⱳ ᶅ ό 19.4% 72.6%

ᴁ ̓ ᴜ ֗ ∕ 43.5% 48.4%

ק) ד
)

╛ ̓ ᶅ֗ ҃ 8.1% 77.4%

̿ ᴁ ̸ ⱳ ҃ ̏ 3.2% 79.0%

ᶅ֗ ρ 9.7% 72.6%

ᶅ 16.1% 67.7%

ᶅ ̏ ὑ֗ Ẁ 1.6% 80.6%

ᶅ ̸ ⱳ ᶅ ό 9.7% 74.2%

ᶅ ̓ ᴜ ֗ ∕ 25.8% 56.5%

Ⱳ
Кὦ ̓ ᶅ֗ ̸ ⱳ ҃ 9.7% 69.4%

̿ ᴁ ̸ ⱳ ҃ ̏ 6.5% 75.8%

ᶅ ֗ ҃ ρ 8.1% 74.2%

ᶅ 6.5% 75.8%

ᶅ ̏ ὑ֗ Ẁ 0.0% 83.9%

ᶅ ̸ ⱳ ᶅ ό 8.1% 75.8%

ᶅ ̓ ᴜ ֗ ∕ 21.0% 58.1%

ͪὃ ὑ ὕ 22.6% 64.5%

ʥЕֻ ᾍꜘ 8.1% 82.3%

ʹ ᾍꜘ 11.3% 79.0%

̂ 6.5% 64.5%

ӣ ρ ͪὃ 6.5% 51.6%



臨床実習に臨む学生の臨床実習前評価に関する事項

20

臨床実習前の到達度評価（臨床実習に必要な技能・態度を備えていることを確認する実技試験等）に当
たって、学生が備えるべき接遇や基礎的な知識・技術を確認する際には別表を参照すること。

Ṯ ṯ

別表 臨床実習に臨む学生が備えるべき接遇や基礎的な知識・技術

ѝ

(a) 

(b) 

(c) 

(d) ↓

(e) 

(f) ♣ ὃ

Ḩ (g) ὃ ҵ

(h) Ή˲ Ḹͪ

(i) 

(j) ѩ ˔

(k) ʥ Ӣѩ

(l) ὕ

(m) 

(n) ḹֻ ᾍꜘ


